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副腎腫瘍 と思われた有茎性肝細胞癌の1例
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    A CASE OF PEDUNCULATED HEPATOMA SUSPECTED 

                OF ADRENAL TUMOR 
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   We herein report a case of pedunculated hepatoma which was preoperatively diagnosed 

as nonfunctioning adrenal tumor. 

   A 51-year-old man was admitted for further examination of right  hypochondria) pain. 

CT scan showed a right suprarenal mass. Tumor vessels were visualized on selective right 

renal arteriography and right inferior phrenic arteriography. Adrenal function was  normal. 

   Preoperative diagnosis was nonfunctioning right adrenal tumor. 

   On operation, we found  u right suprarenal tumor which was in continuity with the 

inferior part of the liver. 

   Pathological diagnosis of the biopsy specimen was hepatocellular carcinoma (Edmondson's 

grade 3). 
   Difficulty of preoperative diagnosis of  pedunculated hepatoma is discussed. 

Key word:  Pedunculated hepatoma

緒 言

肝細胞癌が主として肝外に有茎性発育した場合,診

断上困難を生じることがある.わ れわれは最近 レ線上

副腎腫瘍を強く疑われ,術 中肝細胞癌 と判明した1例

を経験したのでこれを報告する.
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症

患 者:51歳,男 性,会 社 員

初 診:1983年1月19日

主 訴:右 季 肋部 痛

家 族 歴=父 ・直 腸癌

例

泌尿紀要30巻2号1984年

既 応 歴=1961年 肺 結 核 の た め10ヵ 月入 院 治 療 した.

1978年 糖 尿 病 の ため3ヵ 月 入 院 治療 した.1981年 再 び

糖 尿病 の た め3ヵ 月 入 院 しイ ン シ ュ リン注 射 を 開 始 し

た.ま た,こ の時 肝 硬 変 と診 断 され た,

現 病 歴=1983年1月7日 右 季 肋 部痛 が 出現 した た め

他 院 を 受 診 し腎腫 瘍 の疑 い とい わ れ た 。 この ため1983

年1月19日 精 査 を希 望 して 当院 内科 を 受 診 し同 日入 院

とな っ た.

現 症:体 格 中 等 度,栄 養 良 好,眼 球結 膜 に黄 疸 認

め ず.胸 腹 部 に 理学 的所 見 上 異 常 を 認 め ず.

入院 時 一 般 検 査:血 沈1時 間 値16mm,2時 間 値

42mm.血 圧120/80mmHg .空 腹 時 血 糖213mg/dl.

末 梢 血1赤 血 球328×104/mm3,白 血 球3900/Mm3,

血 小 板11.8×104/Mm3,血 色 素11.89/dl,ヘ マ ト

ク リ ノ ト36.5%.血 液 生 化 学:ク レア チ ニ ン1.工mg/

dl,BUN11.Omg/dl,Na136mEq/1,K4.1mEq

/1,P4.Omg/dl,Ca9」rng/dl,GOT149KU,

GPT88KU,LDH420WU,ALP8.8KAU,黄

疸指 数5,総 コ レス テ ロー ル129mg/dl,総 ビ リル ビ

ン0.70mg/dl,TTT9.5KU,ZTT24.IKU,ア

ミラー ゼ1861U/1,LAPl841U/1.血 清 学 的 検 査l

HBs抗 原(一),HBs抗 体(+),GEA6.3ng/ml.

尿 所 見=糖(惜),蛋 白(一),ビ リル ビン(一),ウ ロ ビ

リ ノー ゲ ン(一),沈 渣 赤 血 球2～3/数 視 野,白 血 球

1～2/数 視 野.

レ線 学 的 検 査:排 泄 性 腎 孟 造 影 に て 腎 孟 像 に 著 変 を 認

め な いが,右 腎 のnephrogramに 上方 よ りの 圧 排 を

疑 わ せ る所 見 を 認 め た(Fig.1).右 腎上 極 か ら 肝 に

か けて のCTで は,右 腎 上 方 に 造 影 剤 に てenhance

され な いlowdencitymassを 認 め た(Fig・2)・ 血

管 造 影 で は選 択 的 右 腎 動 脈 造 影 お よび 右 下 横 隔 膜 動 脈

造 影 に て右 腎 上 方 にtumorstainを 認 め た(Fig・3,

4).胸 部 単 純 撮 影 で は 右 上 肺 野 にcoinlesionを 疑 わ

せ る所 見 を 認 め た,

内分 泌 学 的 検 査1血 清 コル チ ゾー ル9・6μ9/dl,血

漿 ア ド レナ リン0.01ng/ml以 下,ノ ル ア ド レナ リン

}
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Fig.2A.CTscanwithcontrastcnhancemcntshowingbilateralkidneys
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Fig.3.Selectiverightrenalarteriography
showingtumorvesselsabovethe
rightkidney(arrows)

Fig.生Selectiverightinferiorphrenicar-

teriographyshowingtumorstain

(arrows)

0・15ng/ml,ア ル ドステロン53.1P9/ml,尿 中17

KS3・8mg/日,170HGS3.8mg/日,VMA8.3

mg/日,メ タネフリン0.28mg/日 であり,副 腎機能

に異常を認めなかった.

以上の所見より,内 分泌学的に非活性な右副腎腫瘍

と診断し,1983年2月25日 当院泌尿器科にて右副腎摘

除を目的として手術を施行した.

手術所見 ・第12肋 骨床 より後腹膜腔に至ると,右 腎

上方に超鶏卵大の腫瘤を認めた.腫 瘤は右腎上極 と容

易にはく離可能であ り,続 いて肝右葉下面と腫瘤のは

く離を試みたところ,肝 下面と腫瘤とはあきらかに連

続 しており(Fig.5),ま た,腫 瘤の内側に正常な外

観の右副腎が認められた.肝 は全体に固く,表 面に凹

凸を認めた.

このため肝右葉下面より有茎性に発育した腫瘍と判

断し,こ れを生検 し一部を迅速病理検査へ提出した.

その結果は肝細胞癌であったため,腫 瘍摘除を中止し

一部の生検のみに とどめ手術を終了した.

病理診断:肝 細胞癌(Edmondson'sgrade3)(Fig・

6).

術後患者の回復をまって腹腔動脈造影を施行した,

肝右葉上部および腫瘤存在部にtumorstainと 思われ

る所見を認めたが,術 前の右腎動脈造影および右下横

隔膜動脈造影でみ られたほど明瞭ではなかった(Fig.

7).

また,術 後 の血 清 αフ ェ トプ ロテ イ ンは1,600ng/ml

の 高 値 を 示 した.

患 者 は1983年3月29日 当院 外 科 に て肝 部 分 切 除 術 を

施 行 し,術 後53日 目に 退 院 した.

考 察

内分泌学的に非活性な副腎腫瘍が疑われる場合,そ

の診断は レ線学的検査およびその他の画像診断が主で

あ り,隣 接臓器か ら発生する腫瘍を除外する必要があ

る.本 症例では既応に肝硬変があり,肝 癌の可能性は

十分考慮されるべきであったが,CTお よび血管造影

の所見か ら副腎腫瘍が強 く疑われ,肝 癌を予測するこ

とは困難であった.

本症例は主として肝外に有茎性に肝癌が発育したた

め,CT像 にて肝とは別個に腫瘍が存在す るような印

象を与えた(Fig.2B).ま た,選 択的右腎動脈造影お

よび右下横隔膜動脈造影にて明瞭な腫瘍血管像が得ら

れた点 も興味深い.通 常肝癌は肝動脈が栄養血管であ

り,肝 外性に肝癌が発育を示 した過去の症例1`-15)でも

肝動脈に支配された腫瘍血管豫が得られたという報告

が多い.し かし,一 部の症例では,左 ・右胃動脈,大

網動脈,中 ・右結腸動脈からの血管支配が認められて

いる.さ らにCharnsangavejら16)セ こよれば,肝 癌に
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対する肝動脈閉塞後の副側血行路の一部として,下 横

隔膜動脈 ・右腎動脈被膜枝が挙げられており,肝 右葉

下面に肝癌が発生した場合にこれらの動脈が栄養血管

の一部となる可能性は十分考えられることである.

肝癌が主として肝外に発育す る症例は比較的まれと

思われ,本 邦の文献上30数 例の報告がみられるが,内

分泌学的に非活性な副腎腫瘍 と鑑別すべき疾患のひと

つとして念頭に置 く必要があると思われる.

結 語

レ線上副腎腫瘍が疑われ,術 中肝外に有茎性に発育

した肝癌と判明した1例 を報告した.
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